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た少年がのべ９人いたことが特筆できる。

過去５年間の推移　 　（単位：人）
平成２９年度との比較 （　）内は女子内数
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刑法犯 犯 罪 少 年

 　 平成３０年度　補導人数の明細

　補導人数は平成１７年度（３２６人）以降減少している。近年では、平成２２年度に初めて100人を

割り、平成２９年度には２４人まで減少した。しかし、平成３０年度は増加に転じ６１人となった。内、

女子の補導人数は３人と特に変動はない。前年度比１６人と大幅に増加した犯罪少年の行為を見

ると、窃盗で検挙・補導された少年が最も多いが、集団での軽犯罪法違反(悪戯電話)で補導され
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